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命を意識し大切にしようとする

心情をはぐくむ道徳指導の工夫
－ －命の尊さを感じ取る活動を通して

特別研修員 金井 恵美子 （榛東村立南小学校）

《研究の概要》

、 、 、本研究は 小学３年生を対象に 命の大切さを実感としてとらえる道徳の指導について

実践的に研究したものである。具体的には、アゲハの生きようとする姿を観察し作成した

読み物資料での話合い活動、養護教諭とのＴ Ｔ指導で、生きるための体の働きを知る活・

動や病気と闘う少女の話を聞く活動、児童の誕生や病気・けがについて書かれた保護者か

らの手紙を読む活動を「道徳の時間」に取り入れて実践を行った。

【道徳 小学校３年 生命尊重 飼育観察 養護教諭 保護者からの手紙】キーワード

Ⅰ 主題設定の理由

昨今、人間関係の希薄さや命の軽視という問題

が表面化してきている。現代の子どもたちは、核

家族化や少子化により、人の死や誕生に直接かか

わる経験が少なく、また、ゲームなどで登場人物

が簡単に死んだり生き返ったりする経験を繰り返

している。そのため、自他の生命の尊さや生きる

ことのすばらしさを自覚しないまま大人になって

しまうのではないかと危惧される。

本学級（小学校３年男子１８名女子１０名計２

８名）の児童は、外遊びが好きではあるが、遊び

の中心は、テレビゲームや携帯ゲームで 「人は、

死んでも生き返る」と考えている児童がいた。ま

た、アンケートからは、言葉の上で「命は大切で

ある」と理解しているが、児童を取り巻く生活の

中は、命の重さや尊さを感じ取る機会が少なく、

「自分がどれほどかけがえのない存在であるか」

を感じ取っていない児童もいることがわかった。

また これまでの生命尊重の授業が 表面的な 命、 、 「

は大切である」の指導になりがちであったという

反省から、直接児童の心に響くような授業展開が

できたらいいと考えた。

そこで、命の尊さ・かけがえのなさを児童に実

感させ、自尊感情を芽生えさせるような活動を取

り入れれば、児童は命の尊さを感じ取り、より命

を意識し大切にしようとする心情をはぐくむこと

ができるであろうと考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

「道徳の時間」に、命の尊さを感じ取る活動を

取り入れれば、児童が、より命を意識し大切にし

ようとする心情が育つことを実践を通して明らか

にする。

Ⅲ 研究の見通し

道徳１主題名「小さな命」において、児童の１

観察記録や作文を資料化した「アゲハチョウが

とんだ」を使い、アゲハの成長や一生懸命生き

ぬこうとする姿に迫る話合いをすれば、命を意

識し、動植物をより大切にしようとする気持ち

をもつことができるであろう。

道徳２主題名「生きている」において、養護２

教諭とのＴ Ｔ指導で、心臓の動きなどを知る・

活動や病気と闘う少女の話を聞く活動をすれば

生きるための体の働きについて感じ取り、自分

や友達の命について意識することができるであ

ろう。

「 」 、 、３ 道徳３主題名 大切な命 において 児童が

自分自身の誕生や病気・けがについて書かれた

家族からの手紙を読む活動をすれば、自分自身

が、かけがえのない存在であると感じ取り、命

を意識し大切にしようとする気持ちが高まるで

あろう。
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Ⅳ 研究の内容

１ 基本的な考え方

(１) 目指す児童像について

３年生という児童の実態から、現段階での「命

を意識し大切にしようとする児童」とは、次のよ

うな姿であると考えた。

○身のまわりの動植物が一生懸命生きぬこうとす

る姿を感じ取り、大切に世話をしたり自然にか

えしたりしようとする子。

、 、○自分の命が やっと生まれ大切に守られてきた

かけがえのない命であることを感じ取り、健康

で元気に過ごそうとする子。

(２) 命の尊さを感じ取る活動について

児童の日常生活の中は、命を意識する機会が少

ないという実態を踏まえ、児童一人一人に「命を

大切にしようとする心情」をはぐくむためには、

生きていることのすばらしさやかけがえのなさを

感じ取らせ意識させることが有効であると考え

た。そこで 「道徳の時間」の中に、命の尊さを、

感じ取る活動を取り入れようと考えた。３年生で

の発達段階や学習内容との関連を図りながら、以

下のア・イ・ウの活動を取り入れて授業を構想し

た。

ア 理科学習での共通体験を読み物資料にし、

多様な考えに触れる話合い活動

理科の学習「チョウを育てよう」において、ア

ゲハチョウの生と死を正面から見つめた児童の観

察記録や作文を資料化し、読み物資料として活用

する。そして、話合いの場面では、アゲハの一生

懸命飛ぼうとする姿を見守った共通体験を中心

に、児童の思いや本音が出るような発問を工夫す

る。そうすることで、児童は、自分の考えと友達

からの多様な考えを比較したり付加・修正したり

しながら、価値の自覚を深めることができると考

えた。

イ 生きるための体の働きについて知る活動や

病気と闘った少女の話を聞く養護教諭とのＴ・Ｔ

指導

養護教諭とのＴ・Ｔ指導を行い、児童が、自分

たちの心臓の音を聴診器で聴いたり、呼吸・目の

反射などを確かめたりする活動を「道徳の時間」

資料１ 全体構想図
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に取り入れる。その後、養護教諭から病気と闘い

精一杯生きようとする小児病棟の少女の話を聞け

ば、普段は意識しない生きるための体の中の働き

を知り、生きていることのすばらしさや命の重み

を感じ取ることができると考えた。

ウ 児童の誕生や病気・けが等が書かれた保護

者からの手紙を読む活動

保護者からの手紙は、児童に命の尊さを感じ取

らせる重要な教材であると考える。そのため、個

々の児童に配慮しながら、事前に保護者の了解を

得て協力をもらうことが必要である。手紙の内容

については、保護者に児童の誕生や成長する中で

の病気・けが等を振り返ってもらい、その時の様

子や思いを書いてもらう。

授業においては、児童一人一人が保護者からの

手紙を読む場面を設定し、自分自身の誕生や成長

する中での保護者の思いを知るようにした。手紙

から、自分がやっと生まれ大切に守られてきたか

けがえのない命であることを感じ取ることができ

れば、命を意識し、より命を大切にしようとする

心情がはぐくまれるであろうと考えた。

(3) 全体構想図 （資料１）

２ 実践の概要及び結果と考察

(1) 命を意識し、動植物をより大切にしようとする気

持ちをもつことができたか。（見通し１）

ア 実践の概要

道徳１「小さな命」の授業で扱う資料は、アゲ

ハの飼育・観察を通して、児童が書き残した記録

や作文を資料化した「アゲハチョウがとんだ」で

ある。内容は 「世話をしていたアゲハの中の１、

匹が、羽が１枚縮んで羽化してしまい、バランス

が取れずうまく飛ぶことができない。そのアゲハ

を『教室で飼うのか 『逃がしてやるのか』でみ』

んなの意見が分かれ、主人公の僕はどうしていい

か困ってしまう。その後、外に出すだけでも出し

てみようとしたところ、アゲハは羽を一生懸命動

かし、かたむきながらも空高く飛んでいった」と

いうものである。

授業では、アゲハの成長してきた過程や精一杯

生きようとする姿を振り返りながら、うまく飛べ

ないアゲハを「教室で飼うのか 「逃がしてやる」

のか」で意見が分かれた場面を中心に話合った。

児童からの多様な意見に対しては 「なぜそう思、

ったのか」理由まで考えさせながら、児童の内面

、 。が出るように発表させ 自分の意見と比較させた

そして、アゲハが一生懸命羽を動かして飛んでい

く場面では、児童の気持ちを道徳プリントに記述

させた。

、 、展開後半の場面では 児童の心の内を探るため

児童にとって身近な生き物に視点を広げ、生き物

のことを考えてしたことやこれからしたいことを

記述し発表し合った。

イ 結果と考察

道徳１の授業では、児童の共通体験を読み物資

料としているので、話合いの場面においては、奇

形のアゲハが誕生したことや飛ぼうとした時のこ

とを思い出しながら、アゲハに対して考えたこと

を理由も入れて発表し合うことができた。

「教室で飼いたい」という児童の理由は 「う、

まく飛べずカマキリに食べられるのなら、ぼくた

ちが大切に育てる方がいい 「外は危険がいっぱ」

い 「教室の方が長く生きられる」などだった。」

「逃がしてやりたい」という児童の理由は 「せ、

っかくチョウになったんだから空を飛ばせたい」

「自然にかえしたい 「アゲハは飛びたがってい」

る 「もしかしたらうまく飛べてたまごをうめる」

かもしれない」などだった。児童は、話合いの中

で、自分以外の多様な考えに触れながら、だれも

がアゲハの命について考えていたことを確認し合

うことができた。

アゲハの生きようとする姿を観察した共通体験

、 、「 」が 読み物資料になったからこそ 道徳の時間

、 、において アゲハの命をより感じ取ることができ

「生きていてほしい、自然にかえしたい」という

児童の内面を発表し合うことができたと考える。

抽出児Ａ男、抽出児Ｂ子は、アゲハが空高く飛

んでいく場面において以下のように記述した。

資料２ アゲハが飛んでいく時の気持ち（Ａ男）

・ ぶじにとんでいってよかった 」と思った。「 。

資料３ アゲハが飛んでいく時の気持ち（Ｂ子）

・とんでよかったな。生きてて、よかったな。

自由になってよかったね。

食べられないようにね。

Ａ男はアゲハに愛着を感じ 「飛べないと心配、

していたが、何とか飛ぶことができてよかった」

と感じていることが分かる。Ａ男は、数日後クワ

、 。ガタをつかまえたが 逃がしたことを詩に表した
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「クワガタをたくさんとった。みんなほしいと思

ったけれど、おすとめす１ぴきずつのこしてにが

したよ」と書いた。残した雄雌については 「大、

切に育て卵を産ませたいな」と話した。このこと

は、Ａ男が、授業から生き物を自然にかえす大切

、 。さを感じ取り 道徳的実践へつながったと考える

Ｂ子は、幼虫の世話をするようになってから、

よく家で幼虫のことを話題にし 「死んだりしな、

いで、みんなチョウになってくれたらいいのに」

と話していたことを母親から知らされた。資料３

の記述からも、Ｂ子がアゲハの命を考え 「食べ、

られたりせず、自然の中で自由に生きてほしい」

と願っていることが分かる。また、身近な生き物

についての記述では、家で飼っていたメダカが卵

を産んだことを喜び、今まで以上に大切に世話を

していきたいことが書かれていた。

以上のことから、体験したことを資料として話

合い活動をしたことで、アゲハに対する思いが積

極的に出され、児童は友達の多様な考えに触れる

ことができた。そして、児童の考えに変化が見ら

れ、ほかの生き物に対しても命を大切にしようと

する気持ちをもつことができたと考える。

(2) 生きるための体の働きについて感じ取り、自分

や友達の命について意識することができたか。（見

通し２）

ア 実践の概要

道徳２「生きている」の授業で扱う資料「うさ

ぎのクルル （教育出版）は 「うさぎが以前死」 、

『 』 、んでしまった経験をもつ主人公 まい子 さんが

とまどいながら次に世話をすることになったうさ

『 』 、 。ぎ クルル とのかかわりの中で 事件が起きる

しかし、クルルの心臓がしっかり動いていること

から、元気に生きていることを喜ぶ」という内容

である。児童は、クルルが元気になったことに安

堵し、心臓の音を「生きているしるし」と感じ展

開後半に入る。

展開後半では、養護教諭から、生きるために休

まず働く心臓について教えてもらい、聴診器を使

いながら心音を聴く活動をした。次に、口と鼻の

前に手をかざし、自然と息が出てくる呼吸の様子

や、友達の目の前で手を叩き、目を守るまばたき

の様子を知る活動をした。その際、担任は児童側

に立ち、児童に話しかけながら、活動を支援した

り一緒に喜び合ったりした。

最後に養護教諭から、小児病棟で死と向き合い

ながら精一杯生きようと病気と闘った少女の話を

聞き 「残念だけど死んでしまうと、心臓も動か、

ないし呼吸やまばたきもできないんだよ 「生き」

ているって当たり前のように思うけれど、本当は

すごいことなんだね」という話を聞き、児童は、

授業の感想を書いた。

資料４ 養護教諭が説明してい

るところ

イ 結果と考察

聴診器を持った養護教諭が登場すると、児童は

「病院の先生が持ってるやつだ」と歓声を上げ、

これからの学習に興味をもった様子が分かった。

心音を聴く場面においては、養護教諭も児童の支

援に当たり、心音と共に血液の流れる音に気がつ

いた児童には、説明を加えていた。授業後、その

児童は「血液の流れる音がきこえた。血液の流れ

る音も生きているしるしだと思った」と感想を書

いていた。養護教諭とのＴ・Ｔ指導を行ったこと

で、児童の興味関心が高まっただけでなく、専門

的な立場で対応でき、短時間で全員の児童が自分

や友達の心音を聴くことができた。児童からは、

「すげえ 「思ったより音がでかい」と心臓の音」

を感じ取ったつぶやきや 「心臓が止まると死ん、

じゃうんだよね」という命について意識したつぶ

やきが聞こえた。無理して息を止めていた児童も

いたが、すぐに苦しくなってしまい、生きていく

ためには呼吸をしなければならないことを感じ取

っていた。目の反射では 「目を守るためにまば、

たきをするんだ。こわいからだと思っていた」と

自分たちの体について理解を深めた児童もいた。

病気と闘う少女の話では 「冷たくなっちゃた、

の 「かわいそう」と、もうもどらない命を悲し」

むつぶやきが聞こえた。

命の重みや有限性について、授業前に調査した

アンケートでは、死んでも生き返ると答えていた

児童が３名いたが、授業後は、全員の児童が死ん

だら生き返ることができないと答えた。このこと

は、養護教諭の話から、児童が命の重みや有限性

に気付くことができたと考える。また、授業後の

胸と胸の間を

押さえて静か

に聞いてね。
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感想で 「生きていることは当たり前じゃない」、

「生きてるってすごい 「女の子の分まで生きな」

きゃいけないように思った」など、多くの児童が

命の尊さや命を意識した記述ができた。

資料５ 心臓の音を聴いての感想 （Ａ男）

・自分の心ぞうの音をきいて、生きててよかっ

た。

抽出児Ａ男は、心音を聴く場面では、心臓の場

所がよく分からず聴診器を動かしていたが、心音

が聴こえると 「あ、音がするよ。音がするよ」、

と笑顔で訴え、資料の「クルル」と同じように元

気でいることを喜んでいた。Ａ男はこの授業で、

今まで場所すらよく分らなかった心臓について興

味をもち、自分の心音を聴くことができた。感想

の記述からも、Ａ男が、生きていることを改めて

意識することができたと考える。

資料６ 心臓の音を聴いての感想 （Ｂ子）

・生きているということがわかった。○○ちゃ

んのしんぞうの、ドキッ、ドキッ、という音

。 。がきこえた ○○ちゃんも元気だなと思った

Ｂ子は、自分の心音が分かると、すぐ近くにい

たなかよしの○○さんの心音を聴き、小さい声で

歓声を上げながらお互いの心音を聴き合ってい

た。Ｂ子は 「人は死んでも生き返るような気が、

する」と答えていた児童の１人であったが、授業

後のアンケートで 「死んだら生き返ることがで、

きない」に変容していた。このことは、実際に自

分と友達の元気に動く心臓を実感した後、病気と

闘った同世代の少女の話を聞いたことで、命をよ

り意識することができたと考える。

以上のことから、養護教諭とのＴ・Ｔ指導で、

生きるための体の働きについて知る活動や少女の

話を聞く活動をしたことで、児童は、より自分や

友達の命について意識することができたと考え

る。

(3) 自分の命がかけがえのない命だと感じ取り、命

を意識し大切にしようとする気持ちを高めることがで

きたか。 （見通し３）

ア 実践の概要

道徳３「大切な命」の授業で扱う自作資料「交

通事故にあって」は 「お母さんの注意も聞かず、

自転車に乗った主人公一平が、友達と遊ぶために

急いで公園に向かう途中で交通事故にあうところ

から始まる。強く腰を打ち、動くこともできず死

の恐怖を感じながら救急車で病院へ運ばれる。幸

い骨折ですむが、両親の心配する姿や妹・おばあ

ちゃん・友達の励ましの言葉から、家族の愛情や

多くの支えに守られている自分に気付き、感謝の

気持ちとともに、かけがえのない命を大切にして

いこうという気持ちをもつ」という内容である。

授業では、一平に自分を投影しながら、心情の変

化を追うようにした。

展開後半では、事前に保護者に依頼して用意し

ておいた手紙（児童の誕生や成長に対する喜びや

病気やけがで心配したことなどを含む）を児童一

人一人に手渡し、じっくり読む時間を取った。そ

して、自分の誕生や育つ過程での病気やけがにつ

いて、家族がどんなことを思っていたかを発表し

合った。児童は、自分が家族にとってかけがえの

ない存在であることを感じ取りながら、やっと生

まれてきた命・大切に育てられてきた命であるこ

とを意識し、だれもがかけがえのない命をもって

いることをとらえた。

授業後、命を大切にしていくために「ぼくは私

は、どんなことに気をつけていきたいと思います

か」の問いに対し、児童一人一人が気をつけてい

きたいことを書いた。

資料７ 保護者からの手紙を読む様子

イ 結果と考察

児童は、資料の中で一平のことを本気で心配し

ている家族やまわりの友達の姿から、一平に自分

、「 、 。 。を投影し もう 飛び出さない 気をつけよう

みんなに心配してもらってうれしい。早く元気に

なろう」などの意見を発表した。

展開後半、保護者からの手紙を受け取った児童

は、自分の誕生や成長に対して初めて知ることも

多く 「うれしい。涙が出ちゃいそう。こんなこ、

とがあったなんて知らなかった。もう心配かけな
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い」などのつぶやきが、あちらこちらから聞こえ

た。また、感想の発表場面でも 「ぼくのことを、

『やっとさずかった命』とお母さんが書いてくれ

たことが、なんかジーンときた 「私が生まれる」

時、お父さんだけじゃなく、おじいちゃんやおば

あちゃんまで病院に来てくれてうれしかった」な

どの意見が次々に出された。授業後のアンケート

で 「手紙をもらったことで、自分の命がかけが、

えのない大切な命であると感じ取れたか」の問い

に対し、全員の児童が「感じ取れた 「だいたい」

感じ取れた」と答えた。これらのことから、保護

者からの手紙は、児童の心に響き、児童は自分の

命が尊いものであることを感じ取ることができた

と考える。

抽出児Ａ男は、手紙をもらう際、てれくさそう

であったが、内容を読み始めると 「なんか泣い、

ちゃいそうだよ」と何度もつぶやいていた。そし

て、自分が母親の破水後にやっとのことで生まれ

たことを参観した先生方にうれしそうに話しかけ

ていた。感想の内容やＡ男の言動から、Ａ男は、

自分が家族にとってかけがえのない存在だと実感

し、うれしかったのだろうと考える。

資料８ 手紙を読んだ後の感想 （Ａ男）

お母さんは、ぼくがぶじに生まれるか心ぱい

したんだって思った。

抽出児Ｂ子は、何度も何度も手紙を読み返し、

自分の誕生について確認し喜びを感じながら時間

をかけて感想を書いていた。書かれた感想は、以

下の通りである。

資料９ 手紙を読んだ後の感想 （Ｂ子）

せっぱくりゅうざんで、お母さんは、私が

、 「 、死んじゃうかと思って かみさまに かみさま

どうか赤ちゃんを助けてください 」と 言っ。

たそうです。そして、毎日毎日、そのことを考

えていたそうです。私が死ななくてよかったな

と思ったそうです。私は、うまれて よかった

です。

Ｂ子の記述より、Ｂ子は、自分がもしかしたら

生まれてこなかったかもしれないと感じ、誕生し

たことを喜んでいることが分かる。また、母親か

らは 「Ｂ子が授業後家に帰り、母親に対し『あ、

りがとう』と話したとや、お手伝いを進んでする

ようになった」と伝えられた。これらのことは、

Ｂ子が、かけがえのない自分自身の命を意識し、

誕生した喜びや家族に対する感謝の気持ちを「あ

りがとう」の言葉やお手伝いという行動で示した

と考える。

授業後のアンケートで 「ぼく私は、どんなこ、

とに気をつけていきたいと思いますか」に対する

児童の記述をまとめると、資料10のようになる。

資料10 気をつけていきたいこと（複数回答あり）

・交通事故に気をつけたい。 （９人）

・飛び出しをしないようにしたい。 （９人）

・自転車に乗って暗くなったら

ライトをつけるようにしたい。 （７人）

・知らない人についていかない。 （６人）

・防犯ベルを持つ。 （６人）

・健康に気をつけたい。 （５人）

・暗くなる前に家に帰る。 （４人）

・手あらいうがいをする。 （３人）

・友達にやさしくしたい。 （３人）

・その他 （各１人）

いじめをしないようにしたい。

包丁には気をつけたい （お手伝いの時）。

火遊びはしない。

あせって行動をしない。

調子に乗りすぎないようにしたい。

一人で遊んでいる友達に声をかける。

記述の理由は 「家の人に心配かけたくないか、

ら、けがや病気になりたくないから、やっと生ま

、 、れた大切な命だから ぼくの代わりはいないから

友達は大切だから」が多かった。このことは、保

護者の手紙が、児童の心に響き、自尊感情を芽生

えさせたことにより、児童が、健康や安全に気を

つけ、命を守り大切にしたいという心情につなが

ったと考える。

以上のことから、保護者からの手紙む活動をし

たことで、児童は、自分がかけがえのない存在で

あることを感じ取り、命を意識し大切にしようと

する心情を高めることができたと考える。

Ⅴ 研究のまとめと今後の課題

１ 研究のまとめ

○児童は、飼育した共通体験を読み物資料にして
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話し合ったことで、積極的に自分の意見が発表で

き、友達の多様な考えに触れながら、生き物に対

する思いを深めることができた。また、養護教諭

との活動や病気と闘った少女の話を聞いたこと

で、普段意識しない体や人の命について考えるこ

とができた。また、保護者からの手紙を読んだこ

とで、家族にとって自分がかけがえのない存在で

あることを感じ取り、その喜びがよりよく生きた

い（健康で元気に友達と仲良く）という思いにつ

ながった。

以上道徳１・２・３の実践から、児童は、体験

を伴う活動によって、命とは尊くかけがえのない

ものであることを実感することができ、命を大切

にしていこうとする心情をはぐくむことができ

た。

２ 今後の課題

本研究は、３年生の児童を対象に、命の大切さ

を実感としてとらえる道徳の指導について、実践

。 、「 」的に研究したものである 今後は 道徳の時間

だけでなく、教育活動全体の中で、命の尊さを実

感できる展開を工夫し、作文や日記指導の中でも

変容を探りながら、児童一人一人により命を大切

にする心をはぐくんでいくことが課題である。

また、年間計画を見直し、各学年において、系統

的に命の尊さを実感できる指導を取り入れ、自他

の生命の尊さや生きることのすばらしさを指導を

していくことが課題である。
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